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横 浜 市 告 示 第  167 号  

   低 炭 素 電 気 の 普 及 の 促 進 に 関 す る 指 針  

 横 浜 市 生 活 環 境 の 保 全 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 14 年 12 月 横 浜 市 条 例

第 58 号 。 以 下 「 条 例 」 と い う 。 ） 第  146 条 の ６ の 規 定 に よ り 、 低 炭

素 電 気 の 普 及 の 促 進 に 関 す る 指 針 を 次 の と お り 定 め 、 平 成 31 年 ４ 月

１ 日 か ら 施 行 す る 。  

   平 成 31 年 ３ 月 29 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

１  総 則  

 (1)  目 的  

   こ の 指 針 は 、 条 例 第  146 条 の ６ に 基 づ き 、 低 炭 素 電 気 の 普 及

の 促 進 に 係 る 措 置 に 関 す る 事 項 等 を 定 め た 計 画 （ 以 下 「 低 炭 素

電 気 普 及 促 進 計 画 」 と い う 。 ） の 作 成 及 び そ の 実 施 状 況 の 報 告

の 方 法 等 に つ い て 定 め る も の で あ り 、 事 業 者 及 び 横 浜 市 が 相 互

に 連 携 を 図 り な が ら 、 横 浜 市 に 供 給 さ れ る 電 気 の 低 炭 素 化 と 市

内 で 電 気 を 使 用 す る 市 民 及 び 事 業 者 に よ る 低 炭 素 電 気 の 選 択 を

促 進 す る こ と を 目 的 と す る 。  

 (2)  用 語  

   Ｆ Ｉ Ｔ 電 気 と は 、 電 気 事 業 者 に よ る 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 電 気

の 調 達 に 関 す る 特 別 措 置 法 （ 平 成 23 年 法 律 第  108 号 ） 第 ２ 条 第

２ 項 に 規 定 す る 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 電 気 （ 小 売 電 気 事 業 者 が 当

該 調 達 し た 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 電 気 に つ い て 同 法 第 28 条 第 １ 項

の 交 付 金 を 受 け て い る 場 合 に 限 る 。 ） を い う 。  

   未 利 用 エ ネ ル ギ ー と は 、 工 場 等 で 発 生 す る 排 熱 等 の こ れ ま で

利 用 さ れ て い な か っ た エ ネ ル ギ ー を い う 。  

   国 内 認 証 排 出 削 減 量 等 と は 、 温 室 効 果 ガ ス 算 定 排 出 量 等 の 報

告 等 に 関 す る 命 令 （ 平 成 18 年 内 閣 府 、 総 務 省 、 法 務 省 、 外 務 省

、 財 務 省 、 文 部 科 学 省 、 厚 生 労 働 省 、 農 林 水 産 省 、 経 済 産 業 省

、 国 土 交 通 省 、 環 境 省 令 第 ２ 号 ） 第 １ 条 第 ５ 号 に 規 定 す る 国 内

認 証 排 出 削 減 量 、 同 条 第 ６ 号 に 規 定 す る 海 外 認 証 排 出 削 減 量 そ

の 他 同 省 令 第 20 条 の ２ 及 び 特 定 排 出 者 の 事 業 活 動 に 伴 う 温 室 効

果 ガ ス の 排 出 量 の 算 定 に 関 す る 省 令 （ 平 成 18 年 経 済 産 業 省 令 、

環 境 省 令 第 ３ 号 ） 第 ２ 条 第 ４ 項 に 規 定 す る 係 数 の 算 出 に 用 い る

こ と が で き る 温 室 効 果 ガ ス の 削 減 量 を い う 。  

   そ の 他 、 こ の 指 針 に お い て 使 用 す る 用 語 は 、 条 例 及 び 条 例 施

行 規 則 （ 平 成 15 年 横 浜 市 規 則 第 17 号 。 以 下 「 規 則 」 と い う 。 ）

に お い て 使 用 す る 用 語 の 例 に よ る 。  

２  特 定 電 気 供 給 事 業 者 で あ る こ と の 確 認  

  小 売 電 気 事 業 者 は 、 市 内 に 電 気 を 供 給 し て い る か 否 か の 確 認 を

行 う こ と 。 な お 、 「 市 内 に 電 気 を 供 給 し て い る 」 と は 、 市 内 に 位
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置 す る 事 業 所 ・ 住 宅 等 に 係 る 電 気 の 販 売 契 約 を 締 結 し て い る こ と

を い う 。 ま た 、 特 定 電 気 供 給 事 業 者 に 該 当 し な く な っ た 者 は 、 規

則 第 90 条 の ７ に 規 定 す る 事 項 を 特 定 電 気 供 給 事 業 者 非 該 当 届 出 書

に 記 載 し 、 市 長 に 届 け 出 る こ と 。  

３  低 炭 素 電 気 普 及 促 進 計 画 書 兼 報 告 書 の 作 成  

  特 定 電 気 供 給 事 業 者 は 、 電 気 の 供 給 に 伴 い 排 出 さ れ る 温 室 効 果

ガ ス の 量 及 び 低 炭 素 電 気 の 普 及 の 促 進 に 係 る 措 置 等 の 下 記 に 掲 げ

る 事 項 を 記 載 し た 低 炭 素 電 気 普 及 促 進 計 画 書 兼 報 告 書 （ 以 下 「 計

画 書 兼 報 告 書 」 と い う 。 ） を 市 長 が 別 に 規 定 す る 低 炭 素 電 気 普 及

促 進 計 画 書 兼 報 告 書 作 成 マ ニ ュ ア ル に 基 づ き 作 成 し 、 毎 年 度 ８ 月

末 日 ま で に 、 低 炭 素 電 気 普 及 促 進 計 画 書 兼 報 告 書 提 出 書 を 添 え て

市 長 に 提 出 す る こ と 。  

  電 気 の 供 給 に 伴 い 排 出 さ れ る 温 室 効 果 ガ ス の 量 と は 、 特 定 電 気

供 給 事 業 者 が 調 達 し 供 給 す る 電 気 の 発 電 に 伴 い 排 出 さ れ る 二 酸 化

炭 素 の 量 の こ と を い う 。  

 (1)  特 定 電 気 供 給 事 業 者 の 概 要  

   事 業 者 の 名 称 及 び 代 表 者 の 氏 名 、 主 た る 事 業 所 の 所 在 地 、 事  

  業 の 概 要 等 を 記 載 す る 。  

 (2)  対 象 年 度  

   計 画 書 兼 報 告 書 を 提 出 す る 年 度 （ 以 下 「 提 出 年 度 」 と い う 。  

  ） を 記 載 す る 。  

 (3)  低 炭 素 電 気 の 普 及 の 促 進 の た め の 基 本 方 針  

   電 気 の 供 給 に 伴 い 排 出 さ れ る 二 酸 化 炭 素 の 抑 制 そ の 他 低 炭 素  

  電 気 の 普 及 の 促 進 に 係 る 基 本 的 な 考 え 方 を 記 載 す る 。  

 (4)  推 進 体 制  

   低 炭 素 電 気 普 及 促 進 計 画 を 推 進 す る 体 制 を 記 載 す る 。  

 (5)  低 炭 素 電 気 普 及 促 進 計 画 書 兼 報 告 書 の 公 表 方 法  

   計 画 書 兼 報 告 書 の 公 表 の 実 施 の 有 無 と 公 表 す る 場 合 、 そ の 公  

  表 方 法 を 記 載 す る 。  

 (6)  電 源 構 成 の 公 表 状 況  

   調 達 し た 電 気 の 電 源 構 成 の 公 表 の 実 施 の 有 無 と 公 表 す る 場 合  

  、 そ の 公 表 方 法 を 記 載 す る 。  

 (7)  電 気 需 要 者 へ の 低 炭 素 電 気 の 普 及 の 促 進 に 係 る 措 置  

   市 内 の 電 気 需 要 者 へ の 低 炭 素 電 気 の 普 及 の 促 進 に 係 る 措 置 に  

  つ い て 前 年 度 に お け る 取 組 実 績 及 び 提 出 年 度 の 取 組 計 画 等 を 記  

  載 す る 。  

 (8)  電 気 の 供 給 に 伴 い 排 出 さ れ る １  kWh 当 た り の 二 酸 化 炭 素 の 量  

  及 び 抑 制 計 画  

   提 出 年 度 に お け る 基 礎 排 出 係 数 及 び 調 整 後 排 出 係 数 の 計 画 値  

  、 長 期 の 目 標 値 並 び に 排 出 係 数 の 抑 制 措 置 の た め の 取 組 等 を 記  
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  載 す る 。 ま た 、 提 出 年 度 の 前 年 度 及 び 前 々 年 度 の 基 礎 排 出 係 数  

  と 、 調 整 後 排 出 係 数 の 実 績 値 並 び に 前 々 年 度 に 対 す る 前 年 度 の  

  排 出 係 数 の 増 減 理 由 等 を 記 載 す る 。  

   な お 、 基 礎 排 出 係 数 及 び 調 整 後 排 出 係 数 は 、 「 地 球 温 暖 化 対  

  策 の 推 進 に 関 す る 法 律 」 （ 平 成 10 年 法 律 第  117 号 ） に 基 づ く 、  

  電 気 事 業 者 ご と の 基 礎 排 出 係 数 及 び 調 整 後 排 出 係 数 の 算 出 並 び  

  に 公 表 に お い て 用 い ら れ る 値 と す る こ と 。  

 (9)  電 気 の 供 給 に 伴 い 排 出 さ れ る 二 酸 化 炭 素 の 量  

   提 出 年 度 に お け る 全 国 及 び 市 内 へ の 電 気 の 供 給 に 伴 い 排 出 さ  

  れ る 二 酸 化 炭 素 の 量 の 計 画 値 並 び に 提 出 年 度 の 前 年 度 及 び 前 々  

  年 度 の 全 国 及 び 市 内 へ の 電 気 の 供 給 に 伴 い 排 出 さ れ た 二 酸 化 炭  

  素 の 量 の 実 績 値 等 を 記 載 す る 。  

 (10)  電 気 の 調 達 実 績  

   提 出 年 度 の 前 年 度 及 び 前 々 年 度 に お け る 電 気 の 調 達 量 の 実 績  

  並 び に 提 出 年 度 の 前 年 度 及 び 前 々 年 度 の 条 例 第  146 条 の ２ 及 び  

  規 則 第 90 条 の ２ 第 ２ 項 に 規 定 す る 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー を 利 用 し  

  た 電 気 に つ い て 、 Ｆ Ｉ Ｔ 電 気 の 調 達 量 と そ れ を 除 い た 再 生 可 能  

  エ ネ ル ギ ー を 利 用 し た 電 気 の 調 達 量 及 び 未 利 用 エ ネ ル ギ ー を 利  

  用 し た 電 気 の 調 達 量 等 を 記 載 す る 。  

 (11)  調 整 後 二 酸 化 炭 素 排 出 量 の 算 定 に 用 い た 国 内 認 証 排 出 削 減 量  

  等  

   提 出 年 度 の 前 年 度 に 特 定 電 気 供 給 事 業 者 が 調 整 後 二 酸 化 炭 素  

  排 出 量 の 算 定 に 用 い た 国 内 認 証 排 出 削 減 量 等 の 総 量 を 記 載 す る  

  。  

 (12)  再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー ・ 未 利 用 エ ネ ル ギ ー を 利 用 し た 電 気 及 び  

  国 内 認 証 排 出 削 減 量 等 の 調 達 の 促 進 に 係 る 取 組 の 実 施 状 況 及 び  

  計 画  

   調 整 後 二 酸 化 炭 素 排 出 量 を 低 減 さ せ る 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー や  

  未 利 用 エ ネ ル ギ ー を 利 用 し た 電 気 及 び 国 内 認 証 排 出 削 減 量 等 の  

  調 達 に つ い て 、 取 組 実 績 及 び 取 組 計 画 を 記 載 す る 。  

 (13)  そ の 他 の 低 炭 素 電 気 の 普 及 の 促 進 に 係 る 措 置  

   そ の 他 の 低 炭 素 電 気 の 普 及 の 促 進 に 寄 与 す る 取 組 等 を 記 載 す  

  る 。  

４  公 表  

 (1)  特 定 電 気 供 給 事 業 者 に よ る 公 表 事 項  

   規 則 第 90 条 の ６ 第 ３ 項 に 規 定 す る 特 定 電 気 供 給 事 業 者 が 公 表

す る 事 項 は 、 計 画 書 兼 報 告 書 の 内 容 と す る 。  

 (2)  市 長 に よ る 公 表 事 項  

   規 則 第 90 条 の ６ 第 ４ 項 に 規 定 す る 特 定 電 気 供 給 事 業 者 か ら 提  

  出 さ れ た 低 炭 素 電 気 普 及 促 進 計 画 等 に つ い て 市 長 が 公 表 す る 事  
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  項 は 、 計 画 書 兼 報 告 書 の 内 容 と す る 。  
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横 浜 市 告 示 第  168 号  

   夜 間 に お け る 営 業 に 係 る 騒 音 の 防 止 に 関 す る 指 針  

 横 浜 市 生 活 環 境 の 保 全 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 14 年 12 月 横 浜 市 条 例

第 58 号 。 以 下 「 条 例 」 と い う 。 ） 第 51 条 の ２ の 規 定 に よ り 、 夜 間 に

お け る 営 業 に 係 る 外 部 騒 音 の 防 止 に 関 す る 指 針 を 次 の と お り 定 め 、

平 成 31 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 な お 、 夜 間 営 業 に 係 る 外 部 騒 音 の 防 止 に 関 す る 指 針 （ 平 成 15 年 ３

月 横 浜 市 告 示 第 93 号 ） は 、 廃 止 す る 。  

   平 成 31 年 ３ 月 29 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

１  目 的  

  こ の 指 針 は 、 夜 間 に お け る 営 業 を 営 む 者 が 、 そ の 営 業 に 伴 っ て

発 生 す る 騒 音 に つ い て 、 地 域 に お け る 夜 間 の 生 活 環 境 を 保 全 す る

た め の 取 組 を 支 援 す る こ と を 目 的 と す る 。  

２  事 業 者 の 配 慮 事 項  

  事 業 者 は 、 次 の 事 項 に 配 慮 す る よ う 努 め る も の と す る 。  

 (1)  駐 車 場 ・ 駐 輪 場 （ 客 用 駐 車 施 設 等 ） の 騒 音 対 策  

  ア  駐 車 場 ・ 駐 輪 場 は 、 原 則 と し て 屋 内 に 設 置 す る こ と 。  

  イ  屋 外 に 駐 車 場 ・ 駐 輪 場 を 設 置 す る 場 合 は 、 次 の 対 応 を と る  

   こ と 。  

   (ア)  出 入 口 と 走 行 経 路 は 、 周 辺 の 住 宅 等 に 影 響 の な い 位 置 や  

    経 路 に 設 置 す る こ と 。  

   (イ)  段 差 の な い 床 構 造 と し 、 遮 音 壁 の 設 置 等 防 音 対 策 に 努 め  

    る こ と 。  

   (ウ)  多 層 式 に あ っ て は ス ロ ー プ の 勾 配 に 配 慮 し 、 タ イ ヤ の 走  

    行 音 を 生 じ に く い 床 材 と し 、 グ レ ー チ ン グ は 用 い な い こ と  

    。  

 (2)  外 部 騒 音 の 防 止  

  ア  駐 車 場 ・ 駐 輪 場 に 外 部 騒 音 の 防 止 等 、 来 客 者 へ の 注 意 事 項  

   を 掲 示 す る こ と 。  

  イ  駐 車 場 ・ 駐 輪 場 に 必 要 に 応 じ て 警 備 員 を 配 置 す る こ と 。  

 (3)  建 物 の 構 造  

  ア  住 宅 に 面 す る 側 は 、 開 口 部 を な く し 、 騒 音 が 漏 れ に く い 構  

   造 に す る こ と 。  

  イ  出 入 口 等 は 、 周 辺 の 住 宅 等 に 騒 音 に よ る 影 響 を 及 ぼ さ な い  

   位 置 に す る こ と 。  

 (4)  冷 却 塔 ・ 空 調 用 室 外 機 等 屋 外 に 設 置 さ れ る 施 設 又 は 機 器 の 騒  

  音 対 策  

  ア  施 設 又 は 機 器 は 周 辺 住 宅 等 か ら 離 れ た 位 置 に 設 置 す る こ と  

   。  
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  イ  低 騒 音 型 の 施 設 又 は 機 器 の 導 入 に 努 め る こ と 。  

  ウ  施 設 又 は 機 器 の 周 辺 へ の 遮 音 壁 の 設 置 、 消 音 器 の 取 付 け 等  

   防 音 対 策 に 努 め る こ と 。  

  エ  防 振 架 台 の 設 置 等 、 施 設 又 は 機 器 か ら 発 生 す る 二 次 騒 音 の  

   低 減 に 努 め る こ と 。  

 (5)  荷 さ ば き 作 業 の 騒 音 対 策  

  ア  荷 さ ば き 作 業 は 、 原 則 と し て 夜 間 に 行 わ な い こ と 。  

  イ  荷 さ ば き 作 業 を 夜 間 に 行 う 場 合 は 、 次 の 対 応 を と る こ と 。  

   (ア)  荷 さ ば き 作 業 を 屋 内 で 実 施 す る こ と 。  

   (イ)  荷 さ ば き 作 業 は 、 周 辺 の 住 宅 等 に 騒 音 に よ る 影 響 を 及 ぼ  

    さ な い 位 置 で 行 う こ と 。  

   (ウ)  荷 さ ば き 作 業 場 所 の 床 に 緩 衝 機 能 を 有 す る 素 材 （ ゴ ム マ  

    ッ ト 等 ） を 敷 く こ と 。  

 (6)  そ の 他  

  ア  屋 外 ス ピ ー カ ー は 、 夜 間 に 使 用 し な い こ と 。  

  イ  騒 音 防 止 に 関 す る 従 業 員 教 育 を 日 常 的 に 実 施 す る こ と 。  

３  問 題 が 生 じ た 場 合 等 の 対 応  

 (1)  営 業 に 伴 っ て 発 生 す る 騒 音 に つ い て 問 題 が 生 じ た 場 合 は 、 事

業 者 は そ の 解 決 に 向 け て 誠 実 に 対 応 す る こ と 。  

 (2)  外 部 騒 音 が 、 別 表 に 規 定 す る 公 害 が 生 じ て い る と 認 め ら れ る

基 準 を 超 過 す る 場 合 は 、 速 や か に 改 善 対 策 を 講 じ る こ と 。  

別 表  公 害 が 生 じ て い る と 認 め ら れ る 基 準  

 外 部 騒 音 は 、 騒 音 を 受 け る 者 が 居 住 す る 住 居 の 外 側 で 測 定

す る 。 測 定 結 果 か ら 得 ら れ た 任 意 の １ 時 間 に お け る 騒 音 レ ベ

ル 60 デ シ ベ ル 以 上 の 騒 音 に つ い て 、 そ の 騒 音 レ ベ ル の 区 分 と

そ の 発 生 時 間 （ 秒 ） か ら 次 式 に よ り 算 出 さ れ る 、 騒 音 レ ベ ル

60 デ シ ベ ル に 相 当 す る 騒 音 の 総 発 生 時 間 が １ 時 間 当 た り  360  

秒 を 超 え て い る 場 合 に 公 害 が 生 じ て い る と 認 め る 判 断 基 準 と

す る 。  

（ 算 出 式 ）  

 Ｎ ｔ ＝ １ Ｎ 1 ＋ ３ Ｎ 2 ＋ 10 Ｎ 3 ＋ 30 Ｎ 4 ＋ 100 Ｎ 5 ＋ 300 Ｎ 6  

 ＋ 1000 Ｎ 7  

・ Ｎ ｔ は 、 騒 音 レ ベ ル 60 デ シ ベ ル に 相 当 す る 騒 音 の 総 発 生 時  

 間 （ 秒 ） を い う 。  

・ Ｎ 1 ～ Ｎ 7 は 、 そ れ ぞ れ の 騒 音 レ ベ ル に 対 応 し た 騒 音 の 発  

 生 時 間 （ 秒 ） を い う 。  

  Ｎ 1 ： 60 デ シ ベ ル 以 上 ～ 65 デ シ ベ ル 未 満  

  Ｎ 2 ： 65 デ シ ベ ル 以 上 ～ 70 デ シ ベ ル 未 満  

  Ｎ 3 ： 70 デ シ ベ ル 以 上 ～ 75 デ シ ベ ル 未 満  

  Ｎ 4 ： 75 デ シ ベ ル 以 上 ～ 80 デ シ ベ ル 未 満   
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  Ｎ 5 ： 80 デ シ ベ ル 以 上 ～ 85 デ シ ベ ル 未 満  

  Ｎ 6 ： 85 デ シ ベ ル 以 上 ～ 90 デ シ ベ ル 未 満  

  Ｎ 7 ： 90 デ シ ベ ル 以 上  
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横 浜 市 告 示 第  169 号  

   環 境 へ の 負 荷 の 低 減 に 関 す る 指 針 （ 事 業 所 の 配 慮 す べ き  

   事 項 ） の 一 部 改 正  

 環 境 へ の 負 荷 の 低 減 に 関 す る 指 針 （ 事 業 所 の 配 慮 す べ き 事 項 ） （

平 成 15 年 ３ 月 横 浜 市 告 示 第 89 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 し 、 平 成

31 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   平 成 31 年 ３ 月 29 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

 ７ (3) 中 「 敷 地 境 界 」 を 「 敷 地 の 境 界 」 に 改 め る 。  
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横 浜 市 告 示 第  170 号  

   温 室 効 果 ガ ス の 排 出 の 抑 制 に 関 す る 指 針 の 一 部 改 正  

 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 の 抑 制 に 関 す る 指 針 （ 平 成 22 年 ３ 月 横 浜 市 告

示 第  110 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 し 、 平 成 31 年 ４ 月 １ 日 か ら 施

行 す る 。  

   平 成 31 年 ３ 月 29 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

 ２ (1) ア 中 「 エ ネ ル ギ ー の 使 用 の 合 理 化 に 関 す る 法 律 」 を 「 エ ネ ル

ギ ー の 使 用 の 合 理 化 等 に 関 す る 法 律 」 に 、 「 第 ２ 条 第 １ 項 」 を 「 第

２ 条 第 ２ 項 」 に 改 め 、 同 (3) 中 「 第  144 条 の ４ 第 １ 項 」 を 「 第  144 条

の ４ 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 」 に 、 「 を 積 極 的 に 作 成 し 、 市 長 に 提 出 す る

よ う 」 を 「 の 積 極 的 な 作 成 及 び 提 出 並 び に 実 施 の 状 況 の 報 告 に 」 に

改 め る 。  

 ３ (3) ア (イ) 中 「 す べ て 」 を 「 全 て 」 に 改 め 、 同 イ 中 「 第 ６ 条 第 ２ 項

か ら 第 ７ 項 」 を 「 第 ６ 条 第 ２ 項 か ら 第 ８ 項 」 に 改 め る 。  

 ３ (4) ア 中 「 イ 」 を 「 ｲ 」 に 改 め 、 「 も の 。 」 の 次 に 「 ） （ 」 を 加

え 、 「 削 減 率 」 を 「 目 標 削 減 率 」 に 改 め 、 「 努 め る こ と 。 」 の 次 に

次 の よ う に 加 え る 。  

 ま た 、 排 出 量 に は 、 基 礎 排 出 量 （ 基 準 年 度 に お け る エ ネ ル ギ ー の

種 類 ご と の 二 酸 化 炭 素 排 出 係 数 （ 電 気 事 業 者 か ら 供 給 さ れ た 電 気 の

排 出 係 数 は 基 礎 排 出 係 数 ） を 継 続 し て 使 用 し 、 算 定 し た 排 出 量 を い

う 。 以 下 同 じ 。 ） と 調 整 後 排 出 量 （ 当 該 年 度 に お け る エ ネ ル ギ ー の

種 類 ご と の 二 酸 化 炭 素 排 出 係 数 （ 電 気 事 業 者 か ら 供 給 さ れ た 電 気 の

排 出 係 数 は 調 整 後 排 出 係 数 ） を 使 用 し 算 定 し た 値 か ら 、 ク レ ジ ッ ト

を 差 し 引 い た 排 出 量 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） が あ り 、 そ れ ぞ れ に つ い

て 目 標 排 出 量 を 設 定 す る こ と 。  

 ３ (4) イ 中 「 削 減 率 」 を 「 目 標 削 減 率 」 に 、 「 特 定 温 室 効 果 ガ ス 排

出 量 」 を 「 基 礎 排 出 量 」 に 改 め 、 「 以 下 同 じ 。 」 及 び 「 上 記 ア に 準

じ て 」 を 削 り 、 「 設 定 す る こ と 。 」 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。  

 な お 、 原 単 位 削 減 目 標 の 設 定 は 、 基 準 原 単 位 か ら 目 標 原 単 位 を 減

じ た 量 を 基 準 原 単 位 で 除 し た 値 （ 以 下 「 目 標 原 単 位 削 減 率 」 と い う

。 ） が 正 と な る よ う 努 め る こ と 。  

 ３ (4) イ 中 「 な お 」 を 「 ま た 」 に 、 「 （ ３ ） ア （ イ ） 」 を 「 (3) ア (イ)

」 に 、 「 統 計 法 第 28 条 及 び 附 則 第 ３ 条 の 規 定 に 基 づ き 、 産 業 に 関 す

る 分 類 の 名 称 及 び 分 類 表 を 定 め る 件 （ 平 成 21 年 総 務 省 告 示 第  175 号

） 」 を 「 統 計 法 第 28 条 の 規 定 に 基 づ き 、 産 業 に 関 す る 分 類 を 定 め る

件 （ 平 成 25 年 総 務 省 告 示 第  405 号 ） 」 に 改 め る 。  

 ３ に 次 の よ う に 加 え る 。  

 (5)  任 意 提 出 事 業 者 の 扱 い  

   原 則 と し て 上 記 (1) か ら (4) ま で に 準 ず る こ と 。  
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 ４ (2) 中 「 す べ て 」 を 「 全 て 」 に 、 「 低 公 害 か つ 低 燃 費 な 車 （ 別 表

４ 備 考 に 規 定 す る も の を い う 。 」 を 「 次 世 代 自 動 車 （ 電 気 自 動 車 、

プ ラ グ イ ン ハ イ ブ リ ッ ド 車 、 燃 料 電 池 自 動 車 を い う 。 」 に 改 め る 。  

 ４ (4) を 同 (5) と し 、 同 (3) を 同 (4) と し 、 同 (2) の 次 に 次 の よ う に 加 え る

。  

 (3)  低 炭 素 電 気 の 調 達  

   事 業 活 動 に お い て 電 気 を 使 用 す る 場 合 、 条 例 第  146 条 の ５ で

定 め る 低 炭 素 電 気 を 積 極 的 に 利 用 す る よ う 努 め る こ と 。  

 ４ に 次 の よ う に 加 え る 。  

 (6)  任 意 提 出 事 業 者 の 扱 い  

   原 則 と し て 上 記 (1) か ら (5) ま で に 準 ず る こ と 。  

 ５ 中 「 （ た だ し 、 平 成 22 年 度 を 計 画 期 間 の 初 年 度 と す る 計 画 に お

い て は 11 月 末 日 と す る 。 ） 」 を 削 り 、 同 (1) ア (エ) か ら 同 (ス) ま で を 次 の

よ う に 改 め る 。  

 (エ)  公 表 の 方 法  

 (オ)  温 室 効 果 ガ ス の 排 出 の 抑 制 に 係 る 目 標 等 の 状 況  

 (カ)  ク レ ジ ッ ト に 関 す る 取 組 状 況  

 (キ)  設 備 の 新 設 、 更 新 等 の 計 画  

 (ク)  次 世 代 自 動 車 の 導 入 状 況 及 び 計 画  

 (ケ)  重 点 対 策 の 実 施 状 況 及 び 計 画  

 ５ (1) イ (イ) 中 「 等 を 図 る た め の 基 本 方 針 」 を 「 に 係 る 目 標 等 の 状 況

」 に 改 め 、 同 (ウ) 及 び (エ) を 削 る 。  

 ５ (2) 中 「 低 公 害 か つ 低 燃 費 な 車 の 導 入 内 訳 、 」 を 削 り 、 ５ に 次 の

よ う に 加 え る 。  

 (3)  任 意 提 出 事 業 者 の 扱 い  

   原 則 と し て 上 記 (1) 及 び (2) に 準 ず る こ と 。  

 ６ (3) 中 「 の 内 容 を 記 載 し た 地 球 温 暖 化 対 策 実 施 状 況 報 告 書 （ 以 下

「 報 告 書 」 と い う 。 ） を 」 を 「 に 地 球 温 暖 化 対 策 実 施 状 況 報 告 書 （

以 下 「 報 告 書 」 と い う 。 ） に 記 載 し 、 」 に 改 め 、 同 ア (ウ) か ら (セ) ま で

を 次 の よ う に 改 め る 。  

 (ウ)  公 表 の 方 法  

 (エ)  温 室 効 果 ガ ス の 排 出 の 抑 制 に 係 る 目 標 等 の 状 況  

 (オ)  ク レ ジ ッ ト に 関 す る 取 組 状 況  

 (カ)  再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 利 用 設 備 の 稼 働 状 況  

 (キ)  次 世 代 自 動 車 の 導 入 状 況  

 (ク)  重 点 対 策 の 実 施 状 況  

 (ケ)  自 主 的 な 温 室 効 果 ガ ス 排 出 削 減 対 策 の 実 施 状 況  

 (コ)  そ の 他 の 地 球 温 暖 化 を 防 止 す る 対 策 の 実 施 状 況  

 ６ (3) イ (イ) 中 「 等 を 図 る た め の 基 本 方 針 」 を 「 に 係 る 目 標 等 の 状 況

」 に 改 め 、 同 (ウ) 及 び (エ) を 削 る 。  



                     横 浜 市 報    号外第３ 平成31年３月29日 

67 

 ６ (4) 中 「 低 公 害 か つ 低 燃 費 な 車 の 導 入 内 訳 」 及 び 同 (5) を 削 り 、 ６

に 次 の よ う に 加 え る 。  

 (5)  任 意 提 出 事 業 者 の 扱 い  

   原 則 と し て 上 記 (1) か ら (4) ま で に 準 ず る こ と 。  

 ７ (2) 中 「 規 則 第 89 条 第 ９ 項 に 規 定 す る 地 球 温 暖 化 対 策 事 業 者 」 を

「 規 則 第 89 条 第 ９ 項 及 び 第 89 条 の ４ に 規 定 す る 地 球 温 暖 化 対 策 事 業

者 及 び 任 意 提 出 事 業 者 」 に 改 め 、 同 (3) を 削 る 。  

 ８ (1) 中 「 第  144 条 の ２ 第 １ 項 」 を 「 第  144 条 の ２ 第 １ 項 及 び 第 14  

4 条 の ４ 第 ３ 項 」 に 改 め 、 同 (2) ア (イ) 中 「 実 施 状 況 」 の 次 に 「 及 び 計

画 」 を 加 え 、 同 イ (イ) か ら (キ) ま で を 次 の よ う に 改 め る 。  

 (イ)  再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 利 用 設 備 の 稼 働 状 況  

 (ウ)  次 世 代 自 動 車 の 導 入 状 況  

 (エ)  重 点 対 策 の 実 施 状 況  

 (オ)  自 主 的 な 温 室 効 果 ガ ス 排 出 削 減 対 策 の 実 施 状 況  

 (カ)  そ の 他 の 地 球 温 暖 化 を 防 止 す る 対 策 の 実 施 状 況  

 ８ (3) 中 「 も と に 、 」 の 次 に 「 極 め て 優 良 （ 以 下 「 Ａ Ａ 」 と い う 。  

） 、 」 を 加 え 、 同 ア (ア) 及 び (イ) を 次 の よ う に 改 め る 。  

 (ア)  削 減 目 標 の 設 定 状 況  

   ａ か ら ｃ ま で の 評 価 は 、 基 礎 排 出 量 及 び 調 整 後 排 出 量 の そ れ  

  ぞ れ に つ い て 行 う 。  

  ａ  目 標 削 減 率 が 正 と な る 場 合 に は 、 「 Ａ 」 と す る 。  

  ｂ  上 記 ａ の 基 準 を 満 た す う ち 、 極 め て 優 良 と 認 め ら れ る 場 合  

   に は 、 「 Ａ Ａ 」 と す る 。  

  ｃ  上 記 ａ か ら ｂ ま で の 基 準 に 満 た な い 場 合 に は 、 「 － 」 と す  

   る 。  

  ｄ  目 標 原 単 位 削 減 率 が 正 と な る 場 合 に は 、 「 Ａ （ 原 単 位 ） 」  

   と す る 。  

  ｅ  上 記 ｄ の 基 準 に 満 た な い 場 合 に は 、 「 － 」 と す る 。  

 (イ)  重 点 対 策 の 実 施 状 況 及 び 計 画  

  ａ  該 当 す る 全 て の 重 点 対 策 に お い て 、 対 策 状 況 が 設 定 済 、 整

備 済 、 実 施 済 又 は 計 画 期 間 内 に 取 組 予 定 が あ る と し て い る 場

合 に は 、 「 Ａ 」 と す る 。  

  ｂ  上 記 ａ の 基 準 に 満 た な い 場 合 に は 、 「 － 」 と す る 。  

 ８ (3) イ (ア) か ら 同 (キ) ま で を 次 の よ う に 改 め る 。  

 (ア)  削 減 目 標 の 達 成 状 況  

   ａ か ら ｄ ま で の 評 価 は 、 基 礎 排 出 量 及 び 調 整 後 排 出 量 の そ れ  

  ぞ れ に つ い て 行 う 。  

  ａ  目 標 年 度 の 削 減 率 （ 基 準 排 出 量 か ら 当 該 年 度 の 排 出 量 を 減

じ た 量 を 基 準 排 出 量 で 除 し た 値 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 又 は ３

年 間 の 削 減 率 の 平 均 値 が 目 標 削 減 率 を 上 回 る 又 は 等 し い 場 合
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に は 、 「 Ａ 」 と す る 。 （ こ の 項 目 の 評 価 対 象 は 、 上 記 ア (ア) の

評 価 が 「 Ａ Ａ 」 又 は 「 Ａ 」 と な っ た 事 業 者 に 限 る 。 ）  

  ｂ  上 記 ａ の 基 準 を 満 た す う ち 、 極 め て 優 良 と 認 め ら れ る 場 合

に は 、 「 Ａ Ａ 」 と す る 。  

  ｃ  上 記 ａ か ら ｂ ま で の 基 準 に 満 た な い 場 合 で 、 か つ 、 目 標 年

度 の 削 減 率 又 は ３ 年 間 の 削 減 率 の 平 均 値 が 正 の 場 合 に は 、 「

Ｂ 」 と す る 。  

  ｄ  上 記 ａ か ら ｃ ま で の 基 準 に 満 た な い 場 合 に は 、 「 － 」 と す

る 。  

  ｅ  目 標 年 度 の 原 単 位 削 減 率 （ 基 準 原 単 位 か ら 当 該 年 度 の 排 出

原 単 位 を 減 じ た 量 を 基 準 原 単 位 で 除 し た 値 を い う 。 以 下 同 じ

。 ） が 目 標 原 単 位 削 減 率 を 上 回 る 又 は 等 し い 場 合 に は 、 「 Ａ

（ 原 単 位 ） 」 と す る 。 （ こ の 項 目 の 評 価 対 象 は 、 上 記 ア (ア) の

評 価 が 「 Ａ （ 原 単 位 ） 」 と な っ た 事 業 者 に 限 る 。 ）  

  ｆ  上 記 ｄ の 基 準 に 満 た な い 場 合 で 、 か つ 、 目 標 年 度 の 原 単 位

削 減 率 が 正 の 場 合 に は 、 「 Ｂ （ 原 単 位 ） 」 と す る 。  

  ｇ  上 記 ｅ か ら ｆ ま で の 基 準 に 満 た な い 場 合 に は 、 「 － 」 と す

る 。  

 (イ)  再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 利 用 設 備 の 稼 働 状 況  

  ａ  太 陽 熱 利 用 設 備 及 び 太 陽 光 発 電 設 備 な ど の 再 生 可 能 エ ネ ル

ギ ー 利 用 設 備 を 導 入 し て い る 場 合 で あ っ て 、 優 良 と 認 め ら れ

る 場 合 に は 、 「 Ａ 」 と す る 。  

  ｂ  上 記 ａ の 基 準 に 満 た な い 場 合 に は 、 「 － 」 と す る 。  

 (ウ)  次 世 代 自 動 車 の 導 入 状 況  

  ａ  次 世 代 自 動 車 を 導 入 し て い る 場 合 で あ っ て 、 優 良 と 認 め ら

れ る 場 合 に は 、 「 Ａ 」 と す る 。  

  ｂ  上 記 ａ の 基 準 に 満 た な い 場 合 に は 、 「 － 」 と す る 。  

 (エ)  重 点 対 策 の 実 施 状 況  

  ａ  該 当 す る 全 て の 重 点 対 策 に お け る 対 策 状 況 が 設 定 済 、 整 備

済 又 は 実 施 済 の 場 合 に は 、 「 Ａ 」 と す る 。  

  ｂ  上 記 ａ の 基 準 に 満 た な い 場 合 で 、 該 当 す る 重 点 対 策 に お け

る 対 策 状 況 の 項 目 数 の 80 ％ が 設 定 済 、 整 備 済 又 は 実 施 済 か つ

、 残 り が 一 部 設 定 済 、 一 部 整 備 済 又 は 一 部 実 施 済 の 場 合 に は

、 「 Ｂ 」 と す る 。  

  ｃ  上 記 ａ か ら ｂ ま で の 基 準 に 満 た な い 場 合 に は 、 「 － 」 と す

る 。  

 (オ)  自 主 的 な 温 室 効 果 ガ ス 排 出 削 減 対 策 の 実 施 状 況  

  ａ  自 主 的 な 温 室 効 果 ガ ス 排 出 削 減 対 策 の 実 施 状 況 が 優 良 と 認

め ら れ る 場 合 に は 、 「 Ａ 」 と す る 。  

  ｂ  上 記 ａ の 基 準 に 満 た な い 場 合 に は 、 「 － 」 と す る 。  
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 (カ)  そ の 他 の 地 球 温 暖 化 を 防 止 す る 対 策 の 取 組 状 況  

  ａ  本 指 針 ４ (5) に 規 定 す る 対 策 を 実 施 し て い る 場 合 で あ っ て 、

市 が 実 施 す る 地 球 温 暖 化 を 防 止 す る 対 策 に 関 す る 施 策 と の 連

携 や 、 他 の 事 業 者 の 模 範 と な る 対 策 を 実 施 す る な ど 、 優 良 と

認 め ら れ る 場 合 に は 、 「 Ａ 」 と す る 。  

  ｂ  上 記 ａ の 基 準 に 満 た な い 場 合 に は 、 「 － 」 と す る 。  

 ８ (4) 中 「 地 球 温 暖 化 対 策 事 業 者 」 の 次 に 「 及 び 任 意 提 出 事 業 者 」

を 加 え 、 同 (5) 中 「 第  144 条 の ２ 第 ３ 項 」 を 「 第  144 条 の ２ 第 ３ 項 及

び 第  144 条 の ４ 第 ３ 項 」 に 改 め 、 「 評 価 結 果 が 」 の 次 に 「 「 Ａ Ａ 」

又 は 」 を 、 「 地 球 温 暖 化 対 策 事 業 者 」 の 次 に 「 及 び 任 意 提 出 事 業 者

」 を 加 え 、 同 (6) を 削 る 。  

 ９ 中 「 第  144 条 の ２ 第 ４ 項 の 」 を 「 第  144 条 の ２ 第 ４ 項 及 び 第 14  

4 条 の ４ 第 ３ 項 」 に 、 「 「 Ａ 」 と な っ た 地 球 温 暖 化 対 策 事 業 者 、 若

し く は 目 標 対 策 及 び 事 業 者 の 発 意 に よ る 対 策 の 効 果 が 優 良 と 認 め ら

れ る 事 業 者 」 を 「 「 Ａ Ａ 」 又 は 「 Ａ 」 と な っ た 地 球 温 暖 化 対 策 事 業

者 及 び 任 意 提 出 事 業 者 、 又 は 自 主 的 な 温 室 効 果 ガ ス 排 出 削 減 対 策 の

効 果 が 優 良 と 認 め ら れ る 地 球 温 暖 化 対 策 事 業 者 及 び 任 意 提 出 事 業 者

」 に 改 め る 。  

10 (2) 中 「 目 標 年 度 の 」 を 削 る 。  

 11 中 「 地 球 温 暖 化 対 策 事 業 者 」 の 次 に 「 及 び 任 意 提 出 事 業 者 」 を

加 え 、 「 な お 、 任 意 提 出 事 業 者 に 対 す る 扱 い も 同 様 と す る 。 」 を 削

る 。  

 12 中 「 地 球 温 暖 化 対 策 事 業 者 」 の 次 に 「 及 び 任 意 提 出 事 業 者 」 を

加 え 、 「 な お 、 任 意 提 出 事 業 者 に 対 す る 扱 い も 同 様 と す る 。 」 を 削

る 。  

 別 表 １ 中 「 一 般 電 気 事 業 者 」 を 「 電 気 事 業 者 」 に 改 め 、 同 表 備 考

中 「 「 一 般 」 を 「 「 」 に 、 「 一 般 電 気 事 業 者 か ら 」 を 「 一 般 電 気 事

業 者 、 送 電 事 業 者 及 び 特 定 送 配 電 事 業 者 が 維 持 し 、 及 び 運 用 す る 電

線 路 を 介 し て 」 に 改 め る 。  

 別 表 ３ を 次 の よ う に 改 め る 。  

別 表 ３  重 点 対 策  

対  象  番  号   名  称  実  施  の  判  断  基  準  

第 １ 号

及 び 第

２ 号 該

当 事 業

者  

１  推 進 体 制 の

整 備  

① 本 社 等 が 中 心 と な り 、 支 店

等 と 連 携 し て 、 地 球 温 暖 化 対

策 を 推 進 す る 管 理 体 制 を 整 備

し て い る 。  

② ① の 体 制 に 基 づ き 、 定 期 的  

に 地 球 温 暖 化 対 策 に 関 す る 計

画 立 案 、 進 捗 確 認 等 の 会 議 等

を 実 施 し て い る 。   
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 ２  エ ネ ル ギ ー

使 用 量 の 把

握  

① エ ネ ル ギ ー 種 類 別 （ 電 力 、

ガ ス 、 蒸 気 、 圧 縮 空 気 等 ） の

使 用 量 の 記 録 、 保 管 等 に つ い

て の 管 理 基 準 を 設 定 し て い る

。  

② ① の 情 報 を 元 に 、 現 状 把 握

、 過 去 と の 比 較 検 証 を 実 施 し

て い る 。  

 ３  事 務 用 機 器

の 管 理  

① 事 務 用 機 器 （ パ ー ソ ナ ル コ

ン ピ ュ ー タ 、 プ リ ン タ 、 コ ピ

ー 機 、 フ ァ ク シ ミ リ 等 ） の 待

機 電 力 削 減 の 取 組 、 省 エ ネ モ

ー ド 設 定 等 に つ い て の 管 理 基

準 を 設 定 し て い る 。  

② 管 理 基 準 に 基 づ い た 運 用 を

実 施 し て い る 。  

 ４  受 変 電 設 備

の 力 率 の 管

理  

① 受 電 端 に お け る 力 率 は 、 95

パ ー セ ン ト 以 上 と す る こ と を

基 準 と し て 進 相 コ ン デ ン サ 等

を 制 御 す る よ う に 管 理 基 準 を

設 定 し て い る 。  

② 管 理 基 準 に 基 づ い た 運 用 を

実 施 し て い る 。  

 ５  照 明 設 備 の

管 理  

① 事 業 活 動 に 適 し た 点 灯 時 間

、 点 灯 エ リ ア 、 照 度 等 に つ い

て の 管 理 基 準 を 設 定 し て い る

。  

② 管 理 基 準 に 基 づ い た 運 用 を

実 施 し て い る 。  

 ６  空 調 設 備 の

管 理  

① 空 調 を 施 す 区 画 を 限 定 し 、

外 気 条 件 変 動 等 に 応 じ た 設 備

の 運 転 時 間 、 室 温 、 湿 度 等 に

つ い て の 管 理 基 準 を 設 定 し て

い る 。  

② 管 理 基 準 に 基 づ い た 運 用 を

実 施 し て い る 。  

 ７  空 調 用 冷 凍

機 の 管 理  

① 外 気 条 件 変 動 等 に 応 じ た 冷

却 水 温 度 や 圧 力 等 に つ い て の

管 理 基 準 を 設 定 し て い る 。  

② 管 理 基 準 に 基 づ い た 運 用 を   



                     横 浜 市 報    号外第３ 平成31年３月29日 

71 

   実 施 し て い る 。  

 ８  換 気 設 備 の

管 理  

① 換 気 を 施 す 区 画 を 限 定 し 、

外 気 条 件 変 動 等 に 応 じ た 換 気

量 、 運 転 時 間 等 に つ い て の 管

理 基 準 を 設 定 し て い る 。  

② 管 理 基 準 に 基 づ い た 運 用 を

実 施 し て い る 。  

 ９  フ ィ ル タ ー

の 清 掃  

① 空 調 設 備 、 換 気 設 備 の フ ィ

ル タ ー の 点 検 、 清 掃 に つ い て

の 管 理 基 準 を 設 定 し て い る 。  

② 管 理 基 準 に 基 づ い た 運 用 を

実 施 し て い る 。  

 10  ボ イ ラ ー の

管 理  

① 過 剰 な 蒸 気 の 供 給 及 び 燃 料

の 供 給 を な く し 適 正 に 運 転 す

る た め 、 蒸 気 の 圧 力 、 温 度 及

び 運 転 時 間 に つ い て の 管 理 基

準 を 設 定 し て い る 。  

② 管 理 基 準 に 基 づ い た 運 用 を

実 施 し て い る 。  

 11  蒸 気 配 管 等

の 管 理  

① ボ イ ラ ー 設 備 の 配 管 、 バ ル

ブ 等 の 保 温 及 び 断 熱 の 維 持 、

蒸 気 の 漏 え い 、 詰 ま り の 防 止

等 に つ い て の 管 理 基 準 を 設 定

し て い る 。  

② 管 理 基 準 に 基 づ い た 運 用 を

実 施 し て い る 。  

 12  燃 焼 設 備 の

空 気 比 管 理  

① 燃 焼 設 備 及 び 使 用 す る 燃 料

の 種 類 に 応 じ て 、 排 出 ガ ス に

お け る 空 気 比 の 値 が 基 準 空 気

比 以 下 に な る よ う な 、 空 気 比

に つ い て の 管 理 基 準 を 設 定 し

て い る 。  

② 管 理 基 準 に 基 づ い た 運 用 を

実 施 し て い る 。  

 13  ポ ン プ 、 フ

ァ ン 、 ブ ロ

ワ ー 及 び コ

ン プ レ ッ サ

の 負 荷 に 応

じ た 運 転 管  

① 使 用 端 圧 力 及 び 吐 出 量 を 把

握 し 、 負 荷 に 応 じ た 運 転 台 数

制 御 、 回 転 数 制 御 等 に つ い て

の 管 理 基 準 を 設 定 し て い る 。  

② 管 理 基 準 に 基 づ い た 運 用 を

実 施 し て い る 。  
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  理   

第 ３ 号

該 当 事

業 者  

14  推 進 体 制 の

整 備  

① 本 社 等 が 中 心 と な り 、 支 店

等 と 連 携 し て 、 地 球 温 暖 化 対

策 を 推 進 す る 管 理 体 制 を 整 備

し て い る 。  

② ① の 体 制 に 基 づ き 、 定 期 的

に 地 球 温 暖 化 対 策 に 関 す る 計

画 立 案 、 進 捗 確 認 等 の 会 議 等

を 実 施 し て い る 。  

15  自 動 車 の 適

正 な 使 用 管

理  

① 目 的 地 ま で の 燃 料 消 費 量 、

所 要 時 間 等 を 考 慮 し た 効 率 的

な 走 行 ル ー ト 等 の 情 報 を 運 転

者 に 伝 え る 仕 組 み を 整 備 し て

い る 。  

② ① の 仕 組 み を 活 用 し た 運 用

を 実 施 し て い る 。  

16  エ ネ ル ギ ー

使 用 量 等 に

関 す る デ ー

タ の 管 理  

① 自 動 車 ご と の 走 行 距 離 、 エ

ネ ル ギ ー 消 費 量 等 の デ ー タ の

定 期 的 な 記 録 等 に つ い て の 管

理 基 準 を 設 定 し て い る 。  

② ① の 情 報 を 活 用 し た 運 用 を

実 施 し て い る 。  

17  エ コ ド ラ イ

ブ 推 進 体 制

の 整 備  

① エ コ ド ラ イ ブ 推 進 に 関 す る

責 任 者 を 設 置 し 、 エ コ ド ラ イ

ブ の 実 施 及 び エ コ ド ラ イ ブ 講

習 等 に つ い て の 管 理 基 準 を 設

定 し て い る 。  

② 管 理 基 準 に 基 づ い た 運 用 を

実 施 し て い る 。  

18  自 動 車 の 適

正 な 維 持 管

理  

① 日 常 の 点 検 ・ 整 備 に 係 る 責

任 者 を 設 置 し 、 点 検 、 整 備 及

び 点 検 ・ 整 備 に 必 要 な 知 識 や

技 術 を 習 得 す る た め の 研 修 等

に つ い て の 管 理 基 準 を 設 定 し

て い る 。  

② 管 理 基 準 に 基 づ い た 運 用 を

実 施 し て い る 。  

 備 考  

   １  番 号 12 の 基 準 空 気 比 と は 、 工 場 等 に お け る エ ネ ル ギ  

    ー の 使 用 の 合 理 化 に 関 す る 事 業 者 の 判 断 の 基 準 （ 平 成  
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    21 年 経 済 産 業 省 告 示 第 66 号 ） の 別 表 第 １ （ Ａ ） に 規 定  

    す る も の を い う 。  

 別 表 ４ を 削 る 。  

 別 紙 を 削 る 。  

 附 則 を 次 の よ う に 改 め る 。  

   附  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

 こ の 指 針 は 、 平 成 31 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 こ の 指 針

の 施 行 の 際 現 に 計 画 期 間 の 過 程 に あ る 事 業 者 に つ い て は 、 計 画 期 間

が 終 了 す る ま で の 間 は 原 則 と し て 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  

 




